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会議名 平成３０年度 習志野市防災会議 

開催日時 平成３１年２月４日（月）午後３時３０分から午後５時００分まで 

開催場所 習志野市市庁舎 G階 A・B・C会議室 

議  事 

及び 

会議の概要 

１ 議事  

（１）報告第１ 平成 30年度に実施した各種防災対策について 

（２）報告第２ 平成 30年度に実施した各種防災訓練について 

（３）審議第１ 習志野市地域防災計画の一部修正について 

（４）審議第２ 2019年度習志野市総合防災訓練の実施方針（案）について 

 

２ 会議の概要   

（１）報告第１ 平成 30年度に実施した各種防災対策について 

避難場所案内表示の更新及び防災行政無線設備のデジタル化推進事業

等について報告された。 

（２）報告第２ 平成 30年度に実施した各種防災訓練について 

総合防災訓練とその他に実施した訓練について報告された。 

 

【発言内容】  

委員 事務局 

〈委員（民生委員児童委員協議会）〉 

民生委員に配布されているアナログ式

防災ラジオの対応はどうなるのか。 

〈事務局（危機管理課長）〉 

現在、デジタル式防災ラジオが開発され

ていないことから、今後、デジタル化整備

計画の中で検討することとしている。 

 

 

（３）審議第１ 習志野市地域防災計画の一部修正について 

下記 4点の一部修正について各委員から承認を得た。 

①風水害における配備体制基準の変更 

②風水害における避難の種類及び発令基準の変更 

③気象状況に応じた市及び住民に求められる行動の一例の追記 

④新たに締結した協定の資料編への加筆修正 

 

【発言内容】  

委員 事務局 

〈委員（前千葉工業大学教授）〉 

避難情報発令基準にある「24 時間積算

雨量 200ｍｍ以上」の根拠は何か。 

また、新たな協定を締結したドローンの

活用案についてうかがいたい。 

〈事務局（危機管理監）〉 

積算雨量の設定は土砂災害の危険が高

まる降雨量として以前から設定している

ものである。 

ドローンの具体的な活用案は現在、協議

中である。 
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（４）審議第２ 2019年度習志野市総合防災訓練の実施方針（案）について 

2019 年度の総合防災訓練の実施方針として、市民、市役所、関係機関が

連携し、「自助」、「共助」の強化を目的に、各会場の地域特性を踏まえ、市民

の要望を取り入れた時間配分及び個別課目訓練を実施し、広く多くの市民が

充実感をもって参加いただける訓練の実施について、各委員から承認を得

た。 

 

【発言内容】  

委員 事務局 

〈委員（本大久保ホームタウン）〉 

総合防災訓練以外の個別訓練にある

「自主防災組織等の訓練」とは、希望す

る特定の組織に対しての訓練支援といっ

た理解か。 

〈事務局（危機管理課長）〉 

自主防災組織の要望に応じて危機管理

課職員が中心となって行う訓練支援であ

り、特定の組織のみを対象にしたもので

はない。 

〈委員（香澄自主防災組織連絡協議会）〉 

地域によっては個別課目訓練を決定で

きない場合もあるかと考えられるため、

地域に応じて市の方である程度の内容

を決定するなどしていただけないか。 

〈事務局（危機管理課長）〉 

地域の要望に合わせて対応していく。 

以上 

問合せ先 所管課名：総務部 危機管理課 

電話番号：047-451-1151（内線 561） 

 


